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From the Bakteriological Institute of the Okayama Medical College 

(Director: Prof. Dr. M. Suzuki).

About the Epidemic of a Kind of Feveric Jaundice occurred in some Parts

of Okayama City during the later Summer 1935.

By

S. Murakami, Y. Miki and T. Abe.

Recieved for publication 15, January, 1937.

There occurred an epidemic of a kind of feveric jaundice in some parts of Okayama

City and its vicinity from the later part of Summer till early autumn 1935.

As we had never learned such an outbreak of such an epidemic in these districts,

we wished to make it clear. We have studied it under the guidance of Prof. M. Suzuki 

and our study as a whole resulted as follows:

1) To our regret, we could not succeed in isolating the causal agent. 

This may be we think, for when we set about the study, the epidemic had already

come to its closing period.

2) The clinical symptoms of this disease, we observed, were quite identical with

those of the Sakushu fever.
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3) And as the serological tests we examined the Pfeiffers phenomenon test and 

the agglomeration reaction on 12 cases and obtained: 

7 positive reaction with Akiyami repto. type A. 

3 positive reaction with Akiyami repto. type B. 

these 10 negative reaction with repto. ict. haemorrha. 

and the rest 2 of 12 cases gave negative reaction with any of these reptospiras.

4) We cannot yet dare to describe clearly from the epidemiological point of view 

why such a prevalence of this disease broke out in 1935, but it might be regarded as 

remarkable facts to indicate some relationship between the great inundation and the 

epidemic that the infected locality was visited by a disastrous inundation in the preced-

ing year, that the upper course district of the flooded river Asahi was known as the region 

influenced by the Sakushu fever, and that the infected parts of Okayama City borders 

the suburbs where a great number of the rats, regarded as the mediators of the Sakushu 

fever are living, etc.

You will have still more reports after our further study in the future. (Autoreference)
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文 獻

第1章 緒 言

昨昭和10年9月 初旬ヨリ11月 初旬ニ亙 リ

岡山市地方ナ一種 ノ熱性黄疸病ノ流行ヲ見タ

リ.而 シテ此疾患ハ所謂流行性 カタル性黄疸

ニヨク酷似スル ト共ニ,「 レプ トスピ ラ」ヲ其

ノ病原 トスル所謂作州熱 ト.其 ノ症状ニ於 テ

殆 ド相一致 シ,臨牀 的所見ヲ以テシテハ,本

病 ト作州熱 トノ鑑別ハ全ク困難ナ リキ,而 予

岡山市附近ニ於テ斯ル疾患 ノカクノ如 キ流行

ヲ見タルハ.余 等 ノ寡聞ニシテ未 ダ耳 ニセザ

ル所ナリシラ以テ,茲ニ 恩師鈴木教授 ノ御指

導 ノ下ニ之ガ研究ヲ試 ミタ リ.

而 シテ其ノ病原體 ノ檢索ニ 向ツテハ,血 液

中ノ細菌 ノ檢出ニ努力スル ト共ニ,他 方 「レ

プ トスピラ」ヲ檢出センガ爲ニ患者 ノ血液又

ハ尿ヲ海〓 ノ腹腔内ニ注射 シ,或 ハ血液ヲ和

邇氏半流動培地ニ直接培養 ヲ試 ミタ リ.

又,血 液中ノ細菌檢 出ニ向ツテハ,患 者ノ

血液テ血液寒天及ビ普通寒天ニ培 養 シタ リ.

然 レドモ余等ノ此例ニ於テハ,「 レプ トスピ

ラ」 ノ檢出ハ陰性ニ終 リ,血液 培養ハ6例 中

其ノ1例ニ 於 テ葡萄状球菌,其 ノ2例ニ 於テ

枯草菌 ノ發育 テ認 メタルノ ミニシテ,本 疾患

ノ病原ト 見ルベキ細菌ヲ檢出 シ得ザ リキ.血

清 ノ凝集反應ハ3例ニ 就テ行 ヒタルモ,「 チ

ブス」,「パラチブスA, B」,大 腸菌ニ 就キ總
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テ陰 性 ナ リキ.

思 フ ニ,余 等 ノ研 究ニ 着 手 シタル ハ,10月

20日ニ シテ,既ニ 流 行 期 ノ末期ニ 近 ク,且 其

ノ血 液 及ビ 尿 ハ,何レモ發 病 後10乃 至21日

ヲ經 過 セル患 者 ノ病 的材 料 ナ リ シ コ トハ,本

成 績 陰 性 ナ リシ コ トノ重要 ナ ル因 子ナ リ ト信

ゼ ラル.

依 リテ余 等 ハ,正 シク本疾 患 ヲ經 過 セ リ ト

信 ぜ ラル ル恢 復患 者 血 清12例 ヲ得 テ,之ニ 就

テ 黄疸 出血 性 「レプ トス ピ ラ」及ビ 秋 疫 「レプ

トス ピ ラ」A型 及ビB型ニ對 スルPfeiffer氏

現 象試 驗 及ビ 凝 集 反應 試驗 テ行 ヒタ ル ニ,其

ノ病 原體 ガ秋 疫「レプ トス ピラ」ナル ヲ推斷 セ

シムベ キ結 果 テ得 ル ニ至 レリ.ヨ リテ本 疾 患

ニ關 スル研 究ノ 第1報ト シテ,茲ニ 其 ノ概 要

ヲ報 告 セ ント ス.

第2章 本 病 ノ臨牀 的 事 項

余等 ノ臨牀的觀察 ハ,各 患者ニ 就キ,多 クハ1

乃至2回 ノ診察ニ止 マル ヲ以 テ,入 院患 者ニ於 ケ

ルガ如 ク其觀 察精細ナ ラザ ルノ憾 アレ ドモ,之

等ハ次 ノ機會ニ 於テ完壁 ヲ期 シ,此處ニ 共 ノ大體

ヲ記載 スベ シ.

地勢的關 係

本病 ノ今囘 ノ流行ニ 於 ケル患者数 ハ可ナ リノ數

ニ上 リタル モノ ト信 ゼ ラルルモ,正 確 ナル數 ハ之

ヲ知 ルコ トヲ得 ズ.然リ ト雖モ余等ノ 例ニ於 テハ,

主 トシテ岡山 市 ノ内,下石井,平井,内 田,二日 市,

上西川等ニ住 スルモ ノニシテ;市 街 ノ外廓部ニ 多

ク發生 シタル コ トハ注目スベキ點 ナ リトスベ シ.

職 業,男 女別,年 齢 ノ關係

一定 ノ關係 ヲ認 ムルコ ト能ハズ.

誘因

認 ムベ キモ ノナシ.

症候

通常前驅 期 ナク,急 激ニ發 熱 シ體温39℃-40℃

ニ達 シ,劇 シキ頭痛 ヲ伴 フ.體 痛ハ本症 ノ必發 症

状ニ シテ,常ニ缺 如 スル コ トナ ク而モ甚ダ劇 甚ナ

リ.胃 腸障碍 ハ特別 ナルモ ノナ シ.サ レ ドモ著 シ

キ倦 怠及ビ筋肉痛 ハ必發 症候 タリ.他覺 的症候中

著明ナルモ ノハ,眼 球結膜 ノ充血 及ビ黄疸ニ シテ,

發病第2日ニ 至 レバ常ニ 微細 ナル 血管マ デ追跡 シ

得ル如 ク充 血 シ,眼 球ニ壓 痛 ア リ.黄疸 ハ作州 熱

ト同 ジク,發病 第3日 乃至第4日ニ 於 テ,下熱 ト

同時ニ發 來 スルモ ノニ ジテ.余 等 ノ例ニ 於 テ ハ

100%ニ 之 ヲ證明 セ リ.筋 痛ハ主 トシテ身體 ヲ動

ス際ニ來リ,腓 腸筋最 モ著明 ナ リ.5乃 至6日 ニ

シテ消失 ス.淋 巴腺腫ハ之 ヲ見ザ リキ.

體 温ハ概 ネ稽留性 ナ レドモ3日 目頃 ヨ リ著明 ニ

下熱 ス.舌 ハ自苔 ヲ蒙リ.著 シキ乾燥 ナシ.咽 頭,

扁桃腺ニ 輕度 ノ炎症ア リ.

腹 部ハ一 般ニ 膨満 スルモ壓痛 ナシ.脾 臓 ヲ觸知

セズ.肝 臓 ヲニ觸 ルル コ トア レドモ著 シカラ ズ.

出血傾向 ナ シ.發 疹 モ之 ヲ認 メズル.腱反射中,膝

蓋腱反射 ハ減弱 又ハ消 失 スル モ ノ多 ク,時 トシテ

兩下肢 ノ「シビ レ感」ア リテ,脚 氣 ヲ思ハ シムルモ

ノア リ.便 通 ハ特別 ナル コ トナ シ.尿 ハ屡 々微量

ノ蛋白 ヲ混 ジ,時 トシテ圓桂細胞及ビ 白血球 ヲ見

ルコ トアリ.肺,心臟ニ著變 ヲ認 メズ.

經過

有 熱期 間ハ3日ニ シテ,稀ニ5日ニ 及ブ.解 熱

ト共ニ黄疸發 來 シ.約1週 間乃至10日ニ シテ消失

ス.下熱 ト共ニ 頭重倦怠 ア レドモ恢復期ニ 入 リ概

ネ2週間 ニ シテ就 業シ得 ルニ到 ル.

豫後

常ニ佳良ニ シテ,未 ダ死 亡例 ヲ聞カズ,

後遺症

不明ナ リ.
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第3章 恢 復 患 者 血清 ヲ以 テ行ヒ タル

Pfeiffer氏 現 象 試 驗

余等 ガ當試驗ニ 用 ヒタル恢復患者血清ハ,余 等

ガ其 ノ罹病當時ニ 於テ診察 シタル患者 ヨ リ採取 シ

クル血清 ニシテ,該 患者解熱後3遇 間 ヲ經 タル後

採血 シ,血 清 ヲ分離セ シメ シモ ノナ リ.而 シテ實

驗ニ 當 リテハ,56℃ニ30 ?? 加 温シテ非働性 トナ シ

タルコ トハ勿論 ナ リ.

本實驗ニ供 シタル,黄疸 出血性「レプ トスピ ラ」

ハ九大金 子内科保存 ノモ ノニ シテ,秋 疫 「レプ ト

スピラ」A及ビBハ 余等ガ作州熱ヨリ 分離 セルモ

ノ及ビ 傳研株 ヲ用 ヒタリ.

培養ハ金子氏培地ニ 準據 シ,リ ンゲル氏液4:

家兎 血清1ニ 小量 ノ海〓 血液 ヲ混 ジタル培 養基ニ

各「レプ トスピ ラ」ヲ培養 シ,發 育良 好ニ シテ毎視

野(Leiz 1/12×3×B)15-20條 ヲ數フ ル運動活

溌ナルモ ノヲ使用 セ リ.

實驗動物 ハ體重230g内 外 ヲ有 スル健康海〓 ヲ

用ヒ タ リ.

實驗方法 ハ,常 法ニ ヨ リ施行 セシモ ノニシテ,

上記「レプ トスピラ」培養 液1.Occニ 恢復患者血清

1.0ccヲ 加ヘ,輕 ク振盪 混和 シタル後之 ヲ海〓 腹

腔 内ニ注入 シ,後30分,1時 間,2時 間 ノ3囘 ニ

腹腔液 ヲ採取 シ,暗視 野装置 ニヨ リテ 「レプ トス

ピラ」 ノ消長状態 ヲ檢査 シ,實 驗動物 ハ其 ノ後 ノ

經過 ヲ觀察 シ,本 實驗 ノ判定 ヲナセ リ.

尚ホ之 ガ對照 トシテ,嘗 テ黄疸 ヲ來 ス如 キ疾病

ニ罹患セルコ トナキ健康人数人 ノ血清 ヲ混和 セル

モ ノ及ビ黄疸出血 性「レプ トスピラ」免疫血清 ヲ用

ヒタリ.

第1,第2,第3表 ハ共 ノ成績 ヲ示 ス モ ノナ

リ.

第1表 恢復患者血清ノ秋疫 「レプトスピラ」Aニ對 スルPfeiffer氏 試驗
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第2表 恢復患者血清ノ,秋 疫 「レプ トスピラ」Bニ對 スルPfeiffer氏 現象試驗

第3表 恢 復患 者 血 清 ノ黄 疸出 血性 「レプ トス ピ ラ」ニ對 スルPfeiffer氏 現 象 試 驗
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以上 ノPfeiffer氏 試驗 成績ニ ヨレバ,恢 復患者

血清12例 ハ何 レモ黄疸 出血 性 「レプ トスピラ」ニ

對 シテ其 ハ反應 陰性 ヲ示 シ,2, 3, 5, 8, 9, 10, 

12ノ7種 ハ 秋疫 「レプ トスピラ」Aニ對 シテ反應

陽 性ニ シテ,血 清1, 4, 6ノ3種 ハ秋疫 「レプ ト

ス ピラ」Bニ對 シテ反應陽 性 ヲ示 シタ リ.血 清7,

11ノ2種 ハ3種 「レプ トスピ ラ」 ノ何 レ トモ反應

陰性ナ リキ.

第4章 恢 復 患者 血 清 ヲ以テ 行 ヒタ

ル 凝集 反應 試 驗

本試驗ニ 使用 シタル恢復患者血清及ビ 「レプ ト

スピラ」 ハ前章ニ 於 ケルモ ハ ト同様 ナリ.實 驗方

法ハ大庭氏 法ニ準據シ,0.4%リ ンゲル氏液寒 天

2cc宛 ヲ中等大 ノ試驗管ニ 分注 シ,100℃,1時 間

滅菌 シタル後.之 ヲ37℃ニ 保 チ,他 方1cc「ッ ペ

ル ク リン」注射器 ヲ用 ヒテ恢復患者血清1ccヲ 採

リ,其 ノ0.5ccヲ 第1試驗 管ニ注 入シ 之 ヲ混合 シ

テ恢復患者 血清10倍ノ稀釋 培養 基 ヲ得,此 方法 ヲ

順次反 覆 シテ恢復患 者血清 ノ倍 稀數釋而モ榮養價

ノ略 ボ一定 セル培養 基ヲ作リ 之ニ 「レプト スピ ラ」

培 養液(一視 野20條 内外)3滴 宛滴 下 シテヨ ク混

和 シ,之ヲ37℃ ノ孵卵器ニ3日間 放置 シタル後

暗視 野装置 ヲ以テ其ノ 凝集状 態 ヲ觀察 セリ.

第4表 恢復患者血清 ヲ以テ行 ヒタル秋疫 「レプ トスピラ」Aニ

對スル凝集反應試驗
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第5表 恢復患者血清ヲ以テ行 ヒタル秋疫「レプ トスピラ」Bニ

對スル凝集反應試驗

第6表 恢 復患 者 血 清 ヲ以 テ行 ヒタ ル黄 疸 出 血性 「レプ トス ピ ラ」 ニ

對 スル凝 集 反應 試 驗

本反應 ハ何 レモ陰性ニ シテ,640倍 稀釋迄凝集 セ リ.以 之表示 セズ.

第5章 總 括

161



642 村 上榮,三 木行治.阿 部高知

余 等 ハ 昭和10年 晩 夏 ヨ リ 初 秋ニ カ ケ テ岡

山 市 地 方ニ 流 行 ヲ見 タ ル熱 性 黄疸 病 ノ研 究 ニ

從 事 シタル コ ト以 上 ノ如 ク ニ シテ,其 ノ成績

ヲ要 約 ス レバ次 ノ如 シ.

1. 余 等 ハ不 幸ニシ テ,其 ノ病 原體 ノ分離

ニ成 功 シ得 ザ リキ.コ ハ恐 ラク余 等 ノ研 究着

手 ガ 既ニ 流 行 ノ末 期ニ 當 リタル タ メナ ルベ シ

ト信ゼ ラル.

2. 余 等 ノ觀 察 シタ ル患 者 ハ,其 ノ臨牀 症

状 全 ク作 州熱 ト同 一 ナ リキ.

3. 余 等 ノ血 清 學 的檢 索 ヲ ナ シタ ル12例

ニ 於 テ ハ,プ アイ フエ ル氏 現 象 試驗 及 ビ凝 集

反應 試 驗ニ 於 テ

ワイル 氏「レプト ス ピ ラ」ニ對 シ テハ,全 部

陰 性

秋 疫 「レプト スピ ラ」Aニ 對 シテ ハ,12例 中

7例 陽 性

秋 疫「レ プ トス ピ ラ」Bニ 對 シテ ハ,12例 中

3例 陽 性

ニ シテ,12例 中殘 リノ2例 ハ3者 ノ何 レニ モ

屬 セザ リキ.

4. 昭和10年ニ 於 テ 初 メテ カ ク ノ如 キ爆

發 的 流 行 ヲ見 タル コ トノ流 行 病 學 的 見解 ハ之

ヲ明 カ ニ スルコ トヲ得 ザ ル モ,本 流 行 ノ前 年

ニ於 テ,本 病 流 行地 ガ未 曾 有 ノ大 洪 水ニ 襲 ハ

レタ ル コ ト.大 洪 水 ヲ招來 シタ ル旭 川 ノ上 流

地 方 ガ作 州熱 ノ浸 淫 シタ ル地 方 ナル コ ト,本

流 行 ヲ見 タ ル地 域 ハ岡 山市 ノ郊 外ニ 接壤 シタ

ル地 域 ニ シテ,作 州熟 ノ媒 介 者 ト目 セ ラルル

野 鼠 ノ跳 梁 スル地 域 ナ ル コ ト,等ニ思 ヲ致 セ

バ,本 流 行 ハ大洪 水 ト何 等 カ ノ重 大 ナ ル關聯

ア リ ト考 フベ キ カ ト信 ズ.此點 ニ就 テ ハ,更

ニ研 究 ノ上 報 告 ス ル所 アル ベ シ.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ御懇篤 ナル御指導 ト御校閲 ト

ヲ辱 フシタル恩 師鈴木教授ニ 満控 ノ謝意 ヲ表ス

尚 ホ本病患者 ノ紹介 ノ勞 ト種々御助言 ヲ賜 リタ

ル原勝 巳博士ニ 深謝 ス.

本論著 ノ大綱ハ 昭和11年2月 ノ岡山醫 學會

總 會ニ於 テ發表 セシモ ノナ リ.
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